
2025年3月5日掲載

■「R７年度大阪ＩＲ広報企画運営業務」に関する質問回答書

NO 該当資料 質問内容 回答

1 公募全体
ＩＲへの認識拡大の方向性についてはIRネガティブ層を緩和する方向性なのかもしくはＩＲポジティブ層

への全体認知向上の方向性なのか認知拡大におけるゴールイメージをお伺いさせていただきます。

・本業務につきましては、府民市民に大阪ＩＲに対しての正しい理解を深めてもらうことを目的としているもの

であり、同目的を達成するために高い効果が見込まれるターゲッティングも含めて提案を行ってください。

・申請いただければ令和６年度効果測定結果については提供可能ですので提案内容の作成にご活用ください。

2

仕様書

（１）広報関連

①大学生向けイベントの

　実施

10大学各10名の選定は貴局・各大学間で直接おこなっていただき、決定後に大学関係者および大学生との

調整を決定事業者がおこなう認識で相違ないでしょうか。
・お見込のとおりです。

3

仕様書

（１）広報関連

①大学生向けイベントの

　実施

発表テーマやスケジュール、進め方の大枠は貴局・決定事業者間のみで決定する認識で相違ないでしょう

か。

4

仕様書

（１）広報関連

①大学生向けイベントの

　実施

学生に対しての研究事項インプットの方法については大阪府から指定の大学へ振り出しいただく進行なの

かご確認いただければと存じます。

合わせまして学習の機会はどう提供するのか。(ゼミ課題等を大学連携にて発信するのか？)学習全体プロ

グラムについては大阪府にて振り出しいただくのか。学習プログラム自体の提案も盛り込む必要があるか

ご質問させていただきます。

5

仕様書

（１）広報関連

②タブロイド紙の発行

タブロイドの印刷について仕様書には、タブロイド判（D4サイズ）×2ページ（表裏）とありますが、D4

サイズ406.5×273の表裏(仕上がりサイズはD4判ペラで二つ折りは無い）という理解でよろしいでしょう

か？

・お見込のとおりです。

6

仕様書

（１）広報関連

②タブロイド紙の発行

大阪府内全域への折込み配布の時期についての質問です。

大阪・関西万博開催中に実施するのか、閉幕後の実施になる

のかの予定をお聞かせいただきたい。あるいは時期も含めた提案となるのか？

・折込配布の時期につきましては、ＩＲ事業の進捗等も踏まえたうえで決定する予定であり、現段階では具体な

時期については定まっておりません。

・しかしながら提案事業者にて広報効果が高いと想定される時期がありましたら併せて提案いただいても差し支

えありません。

7

仕様書

（１）広報関連

②タブロイド紙の発行

大阪府内全域における朝日新聞、毎日新聞、読売新聞、産経新聞、日本経済新聞５紙（朝刊）における

新聞折込施策に関して折込費用は予算内に含まれているのか。
・折込費用につきましては、委託金額の範囲に含めます。

8

仕様書

（１）広報関連

③インターネット広告・

特設サイト改修

サイト改修については更新したHTMLデータ納品等で大阪府様にて更新作業を行っていただくのか

もしくは新ドメイン取得からのサイト構築必要か？

・特設サイトにつきましては、発注者にて更新作業を行いますので、発注者指示のもとHTMLデータ等の納品を

していただく形となります。

9

仕様書

（１）広報関連

⑤メディア誘致

イベント等が大阪府主催で行われメディア誘致するのか？

メディア誘致先が決定していれば情報共有いただけますと幸いです。

・現時点において、委託業務外でメディア誘致を行うイベントについては予定しておりません。またメディア誘

致先についても決定しているものはありません。

・メディア誘致に関しての手法（広報関連事業と関連させる等）や誘致先については、広報効果が最も高いと想

定される提案を行ってください。

10

仕様書

（２）広報戦略

①広報戦略支援

現状開示可能な令和7年分広報施策結果データがございましたら共有いただけますと幸いです。
令和7年分広報施策結果データは存在していないため提供できませんが、令和6年度効果測定結果については、提

供が可能となっており、必要がありましたら様式１と様式１１の提出をお願いいたします。

・発注者において決定する事項は参加大学の選定のみとなります。

・全体の研究テーマの方向性、成果発表会までのスケジュール、進め方については発注者、受注者協議のもと決

定し、大学毎の詳細な研究テーマについては各大学、発注者、受注者の協議をもって決定することになります。

・学生に対しての研究事項インプットの方法及び、学習機会の提供につきましては、発表資料作成等の支援とし

て受注者と各大学で調整いただき、必要があれば発注者が各大学にて講座等も実施することを想定をしておりま

す。

・学習プログラムにつきましては、発表資料作成等の支援手法や、参加学生が成長できる支援手法として、効果

が高いと想定される提案を行ってください。


